
【避難所訓練の実施状況】
 発災と同時に、町内会ごとに⼀時避難場所へ参集し、要援護者等を想定した安否確認（避難時に安否がわかるように事前に
ドア等に掲げておき、それを確認する）、同時並⾏で本部⽴ち上げの訓練を実施。その後、受け⼊れを開始し、妊婦・感染
者・ペット連れ・けが⼈・その他（ボランティア）への振り分け、ボランティアが所定の部屋・場所へ誘導した。
 体育館では、けがの程度に応じたトリアージ訓練を実施し、⼀連の参集訓練を終了。班ごとに物資配布、テント設置、照
明・⾮常電源準備、ランタン確認、AED使⽤の訓練を実施した。
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